
利
用
状
況
は
？

　

本
市
の
人
口
総
数
の
約
1
割
の

方
が
利
用
登
録
を
し
て
い
ま
す
。

登
録
者
の
約
8
割
は
₇₀
歳
以
上
の

方
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

登
録
者
の
う
ち
、
昨
年
度
一
度

で
も
利
用
し
た
方
は
、
約
26
％
の

二
千
二
百
人
ほ
ど
で
、
人
口
比
に

す
る
と
約
2
・
9
％
で
す
。

　

利
用
す
る
方
の
目
的
地
の
約
4

割
が
病
院
、
2
割
が
ス
ー
パ
ー
と

な
っ
て
い
て
、
日
常
生
活
に
お
け

る
移
動
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
展
す
る
中
で
、
ま

す
ま
す
必
要
性
が
高
ま
り
、
利
用

者
が
増
加
し
て
い
く
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。

運
行
収
支
は
？

　

現
在
は
、
運
行

経
費
の
約
26
%
を

利
用
者
が
負
担
し
、

残
り
を
税
金
で
運

行
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
的
に
利
用

者
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
中
で
、
皆

さ
ん
の
声
に
応
え

る
サ
ー
ビ
ス
の
拡

充
を
図
る
た
め
に

は
、
運
行
経
費
が

さ
ら
に
増
加
し
て

い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
も
エ
リ

ア
拡
大
の
試
験
運

行
で
運
行
経
費
が

増
加
す
る
見
込
み

で
す
。

皆
さ
ん
の
移
動
手
段
と
し
て
定
着
し
て
き
た
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
。

利
用
者
か
ら
高
い
要
望
の
あ
る
、

﹁
乗
り
継
ぎ
の
解
消
﹂に
向
け
て
、
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

利
用
し
て
い
る
方
、
利
用
し
て
い
な
い
方
、

幅
広
く
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

凡例

高速道路・
インターチェンジ

市内共通エリア

ともべ

ししど

い
わ
ま

かさま

ふくはら

エリア３

エリア２

エリア１

福原

本戸

稲田 来栖

飯合

石井

箱田

片庭

日沢

寺崎 金井

大渕

石寺

飯田

福田

大橋

笠間

手越

赤坂 日草場

大郷戸

箱田大郷戸

池野辺

南吉原
北吉原

上加賀田

上郷
下郷

吉岡

泉 市野谷

福島

押辺

安居

土師

矢野下

八雲

小原

五平

鯉渕

鴻巣

上市原

中市原

下市原

南友部

大田町

友部駅前

平町

平町
橋爪

下加賀田

南小泉

大古山

旭町

随分附

長兎路

長兎路仁古田
入会地

中央

東平

美原

住吉

湯崎

柏井

仁古田

石岡市

桜川市

栃木県
茂木町

城里町

水戸市

茨城町

小美玉市

い
わ
ま

笠間市デマンドタクシー運行エリアマップ

いなだ

手越手越手越手越手越

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
か
さ
ま
の
乗
車
料
金
の
見
直
し

ご
意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

【問い合わせ】
企画政策課

（内線556）

利用対象者区分 新料金
（案） 現行料金

市 

内 

在 

住 

者

基本料金 400円 300円

未就学児 無　料 無　料

小学生 200円

300円障害者手帳をお持ちの方 200円
一人で乗降が困難な方を
介助する方 200円

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
と
は

　

全
国
的
に
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
移
動
手
段
の
確
保
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
地
方
で
は
、
路
線
バ
ス
の
廃
止
な
ど
が
進
ん
で
、

既
存
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
く
て
も
利
用
で
き
な
い
状
態

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
生
ま
れ
た
の
が
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
で
す
。

乗
降
場
所
な
ど
、
利
用
者
の
要
望
（
デ
マ
ン
ド
）
に
応
え
て
く
れ
る

乗
合
タ
ク
シ
ー
で
、
予
約
を
す
る
と
指
定
の
場
所
に
迎
え
に
来
て

く
れ
、
目
的
地
ま
で
原
則
と
し
て
、
ド
ア
t
o
ド
ア
で
移
動
で
き

ま
す
。

　

本
市
で
は
、
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
（
お
盆
・
年
末
年
始
・
日
曜
日
・

祝
日
を
除
く
）
の
午
前
8
時
15
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
10
台
の
車

両
で
運
行
し
て
い
ま
す
。

時期 これまでの
取り組み 概　　要

平成₂0年 運行開始 市内を七つの基本エリアに区分し
運行開始

平成₂₂年 エリア統合
基本エリアを三つに統合し、市街
地共通エリアを設け、共通乗り入
れ区域を設定

平成₂₅年 共通エリア拡大
運行コスト削減

市街地共通エリアの拡大
新運行システムの導入

平成₂₇年 土曜日運行試験
本格運行

平日運行に加え、土曜日の運行を
開始

平成30年
共通エリア拡大
試験運行
（乗り継ぎ回数
の減少）

新たなエリアの設定に向けて試験
運転を実施

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
か
さ
ま

こ
れ
ま
で
の
経
過

　

本
市
で
は
、
平
成
20
年
2
月
に
運
行
が

始
ま
り
ま
し
た
。
以
来
、
乗
車
人
員
が
年
々

増
加
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
通
院
や
買
い

物
な
ど
、
移
動
手
段
と
し
て
定
着
し
て
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
高
齢
者
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
交

通
弱
者
が
利
用
し
や
す
い
移
動
手
段
と
し

て
運
行
エ
リ
ア
の
拡
大
や
土
曜
日
の
運
行

な
ど
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
図
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
、
要
望
の
高
か
っ
た
、

乗
り
継
ぎ
の
解
消
に
向
け
て
、
相
互
に
乗

り
入
れ
が
可
能
な
共
通
エ
リ
ア
を
拡
大
す

る
試
験
運
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
は
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上
に

向
け
、
運
行
か
ら
10
年
間
、
サ
ー
ビ
ス
の

拡
充
の
要
望
に
応
え
て
き
ま
し
た
。

新
料
金︵
案
︶

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
移
動
手
段
と
し

て
、
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
と
持
続
的
な
運
行

を
両
立
す
る
た
め
、
要
望
が
多
か
っ
た
介

助
す
る
方
、
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
、

小
学
生
の
料
金
を
2
0
0
円
と
し
、
基
本

料
金
を
4
0
0
円
に
見
直
す
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
6
月
を
目
安
に
見
直
し
を
含
め

た
運
行
方
針
を
、
市
公
共
交
通
会
議
で
協

議
・
決
定
し
、
秋
頃
に
は
新
た
な
料
金
体

系
で
運
行
す
る
予
定
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

か
さ
ま
の
運
行
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

年　度 平成30年度見込み 平成31年度見込み 増　加　分
運行経費 ₇︐₈00万円 ₈︐₄₂₆万円 ₆₂₆万円（前年度比₈％増）
乗車料金 ₂︐0₄0万円 ₂︐₁₆0万円 ₁₂0万円（前年度比₅．₉％増）

赤い共通エリア（友部・
笠間市街地）には、市
内のどこからでも1回
の乗車で移動できるよ
う、現在も試験運行を
実施しています。

※平成30年度は6か月間、平成31年度は1年間の共通エリア拡大に伴う試験運行経費を含む。
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